
令和２年度 第１回 甲賀市地域公共交通活性化協議会 次第 

 
                    
                             
 
 議 事 
 
  （１）報告事項 
      報告第１号 役員及び自動車部会委員の選出について 
 

報告第２号 近江鉄道沿線地域公共交通再生協議会の進捗について 
 

（２）協議事項 

      第１号議案 令和元年度事業報告について 

 

      第２号議案 令和元年度収支決算報告について 

 

      第３号議案 令和２年度事業計画（案）について 

 

      第４号議案 令和２年度収支予算（案）について 
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甲賀市地域公共交通活性化協議会について 
 
 甲賀市では、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」（平成１９年法律

第５９号）の規定に基づく法定協議会を平成２１年３月１３日に設置致しまし

た。 
 甲賀市地域公共交通活性化協議会では、地域交通について総合的な検討を行

い、関係者と合意形成を図りながら、甲賀市にとって最適な公共交通を実現する

ため、実証実験や利用促進などを検討・実施しております。 
 
 また、本協議会には自動車部会を設置しており、自動車部会では道路運送法の

規定に基づく地域公共交通会議の機能を有しておりますことから、主にコミュ

ニティバスの路線再編やダイヤ改定、運賃改定等を運行事業者からの提案に基

づいて協議いただくこととなっております。 
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【報告第１号】 役員及び自動車部会委員の選出について 
 

役員及び自動車部会委員の選出について 
 
１．役員の選出について 

当協議会は２年間の任期であり、昨年度に委員委嘱を行ったことから、今年度は任期

の中間年となります。（５ページに令和２年度の委員一覧を添付。人事異動や交代によ

り変更があった場合は備考欄に記載。）なお、甲賀市区長連合会、甲賀市ＰＴＡ連絡協

議会につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、役員選出の会議が未

実施でありますので、名簿氏名については「選出中」と表記しております。 

監査委員につきましては、甲賀市区長連合会にお願いをさせていただいておりますの

で、甲賀市区長連合会より推薦いただいた方に引き続き監査委員をお願いさせていただ

きます。監査委員が確定しましたら、あらためてご報告いたします。 

 

  （１）副会長    甲賀市建設部      寺村 弘    
 
  （２）監査委員   甲賀市区長連合会    選 出 中   
             

甲賀市商工会      吉川 徹    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．自動車部会委員の選任について 
 自動車部会員につきましては、下記の規定に基づき、５ページ記載の委員名簿のとお

りとさせていただきます。 
 
 
 
 
 

甲賀市地域公共交通活性化協議会自動車部会規程（抜粋） 
（組織） 

第４条 部会は、部会長及び部会委員をもって組織する。 
２ 部会長は、協議会会長が指名する。 
４ 部会委員は、次に掲げる者のうちから協議会会長が指名する。 

（１）国及び県における公共交通に関係する行政機関の職員 
（２）地域における公共交通に関係する諸団体及び利用者の代表者 
（３）関係バス事業者 
（４）一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体が指名する者 
（５）公共交通に関係する部署の市の職員 
（６）前各号に掲げるもののほか、市長が適当と認める者 

甲賀市地域公共交通活性化協議会設置要綱（抜粋） 
(組織) 

第4条 協議会は、会長、副会長及び委員をもって組織する。 
2 会長は、副市長をもって充てる。 
4 副会長は、委員の中から会長が指名する。 

(監査) 
第12条 協議会に監査委員を2人置く。 
2 監査委員は、委員の中から会長が指名する。 
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甲賀市地域公共交通活性化協議会　委員

機 関 及 び 団 体 名 職　　名 氏　　名

甲 賀 市 副 市 長 正木 仙治郎

甲 賀 市 建 設 部 部 長 寺 村 弘

【委員】

分　　野 機 関 及 び 団 体 名 職　　名 氏　　名 自動車部会 備　考

1 所 管 運 輸 行 政 国土交通省近畿運輸局滋賀運輸支局
首席

運輸企画専門官
酒 井 敏 一 〇

1 広 域 交 通 行 政 滋 賀 県 土 木 交 通 部 交 通 戦 略 課 参　事 津 田 誠 司 〇
R2.4.1より

委嘱

1 道 路 管 理 者 滋 賀 県 甲 賀 土 木 事 務 所 所　長 北 川 純 二 〇

1 所 管 警 察 （ 交 通 ） 滋 賀 県 甲 賀 警 察 署 交 通 課 交通課長 中 井 拓 〇
R2.4.1より

委嘱

2 学 識 経 験 者
立 命 館 大 学
理 工 学 部 都 市 シ ス テ ム 工 学 科

教　授 塚 口 博 司 〇

3 市 民 代 表 甲 賀 市 区 長 連 合 会 選 出 中 〇 監査委員

3 市 民 代 表 ゆ う ゆ う 甲 賀 ク ラ ブ 副会長 箭田 庄之助 〇

3 市 民 代 表 甲 賀 市 身 体 障 害 者 更 生 会 会　長 増 田 定 雄 〇

3 市 民 代 表 甲 賀 市 Ｐ Ｔ Ａ 連 絡 協 議 会 選 出 中 〇

3 関 係 団 体 （ 福 祉 ） 社会福祉法人甲賀市社会福祉協議会 法人運営部長 本馬 よう子 〇
R2.4.1より

委嘱

3 関 係 団 体 （ 商 工 ） 甲 賀 市 商 工 会 事務局長 吉 川 徹 〇 監査委員

4 鉄 道 事 業 者
西 日 本 旅 客 鉃 道 株 式 会 社
近畿統括本部京都支社地域共生室

室　長 野 口 明

4 鉄 道 事 業 者 近 江 鉄 道 株 式 会 社 鉄道部長 遠 藤 賢 一
R2.4.1より

委嘱

4 鉄 道 事 業 者 信 楽 高 原 鐵 道 株 式 会 社 常務取締役 尾 中 庄 一

4 バ ス 協 会 一 般 社 団 法 人 滋 賀 県 バ ス 協 会 専務理事 野 村 義 明 〇

4 タ ク シ ー 協 会 一般社団法人滋賀県タクシー協会 専務理事 濵 田 隆 久 〇

4 一 般 乗 合 滋 賀 バ ス 株 式 会 社 代表取締役 隠 岐 公 史 〇

4 一 般 乗 合
株式会社シガ･エージェントシステ

ム
代表取締役 松 岡 政 敏 〇

R2.4.1より
職名のみ変更

4 一 般 乗 合 帝 産 湖 南 交 通 株 式 会 社 顧　問 中 島 敏 〇

5
一般旅客自動車運送事業者の事業
用自動車の運転者が組織する団体

私 鉄 労 働 組 合 滋 賀 県 協 議 会 幹　事 北 村 雅 利 〇

6 一 般 乗 用 滋 賀 タ ク シ ー 株 式 会 社
業務課
課長

山 本 義 行 〇

6 一 般 乗 用 近 江 タ ク シ ー 株 式 会 社 所　長 清 水 将 雄 〇
R2.4.1より

委嘱

6 一 般 乗 用 た ぬ き タ ク シ ー 株 式 会 社 取締役 林 輝 彦 〇
R2.4.1より

委嘱

6 一 般 乗 用 株式会社ビジネスサービス滋賀 専　務 田之上 孝義 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 総 合 政 策 部 次　長 柚 口 浩 幸 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 産 業 経 済 部 次　長 細 井 享 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 健 康 福 祉 部 次　長 西 田 薫 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 教 育 委 員 会 事 務 局 次　長 山 本 英 司 〇
R2.4.1より

任命

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 建 設 部 次　長 樋 口 泰 司 〇
R2.4.1より任命

（自動車部会長）

課　長 田 村 勝 也 事務局長

係　長 中 村 正 太

主　事 服 部 淳 平

主　事 小野山 忠司

主　事 田 中 亮 平

事務局 甲 賀 市 建 設 部 公 共 交 通 推 進 課

令和２年度

役　職

会　　長

副 会 長

備　考
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【報告第２号】 

 

 

近江鉄道沿線地域公共交通再生協議会の進捗について 

 

 

新聞等でも報道されておりますとおり、近江鉄道の鉄道事業は１９９４年度から営業赤字が継続

し、２０１８年度において年間約４億の営業赤字となっております。今後も老朽化した設備改良など

の投資や大規模修繕費用が増えることが予想され、平成２８年度に県、沿線市町に対して会社単

独での鉄道存続は限界との申し出を受けました。 

その判断を受けて、平成２８年度末より、昨年度１０月までの間、県と沿線市町そして国土交通

省や学識経験者のアドバイスを受けながら、近江鉄道の現状の情報共有及び今後のあり方に関

する調査、検討を行ってまいりました。 

現在の進捗といたしましては、本協議会と同様に「地域公共交通の活性化及び再生に関する

法律」に基づく「近江鉄道沿線地域公共交通再生協議会」を設立し、令和２年３月に開催された

第２回目の協議会において「鉄道での全線存続」が確認されところであります。 

今後は上記協議会において、存続に向けた具体的な調整事項の協議および近江鉄道沿線地

域を対象とした「地域公共交通網形成計画」を策定する予定をしております。 

 

 

 

※現在までの検討経過、会議資料は滋賀県のホームページに掲載されております。 

https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kendoseibi/koutsu/305179.html
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令和元年 

１１月５日 

近江鉄道沿線地域公共交

通再生協議会（第１回） 

規約、予算、事業計画の承認 

令和２年 

３月２５日 

近江鉄道沿線地域公共交

通再生協議会（第２回） 

「鉄道を全線存続」することの確認 

  

   ３ 今後のスケジュール 
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≪第１号議案≫令和元年度事業報告について 

 
令和元年度事業報告 

 
 「住みよさと活力を支え、使いやすい地域公共交通の確保・維持」を目指し、効率的で持

続可能な公共交通体系の構築するため、以下の事業を実施しました。 

 

１．コミュニティバス・タクシーの路線改定および改善 

利用者の実態に即したコミュニティバスのダイヤ調整及び利用状況に即した効率的かつ

効果的なコミュニティバス路線を実現するため、下記のとおり路線や時刻の改定および改善

を行いました。 

 

（令和元年１０月１日からの主な変更点） 

〇広域バス路線のアクセス向上 

・土山地域の支線路線の増便、また土山学区の一部にコミタクを導入し、既存のコミュニ 

ティバス停留所へ接続することにより、、高齢者の外出機会の一層創出および土山地域既

存バスの利用促進をはかりました。 

〇無料乗車券対象年齢の引き下げについて 

・高齢者の外出機会をより一層創出するため、対象年齢を満８０歳以上から満７５歳以上 

に引下げました。 

 

（令和２年４月１日からの主な変更点） 

〇コミュニティバス路線、時刻の改正 

・土山地域から貴生川駅へ至るコミュニティバス路線の利便性向上のため、朝の通勤・ 

通学時間帯に利用できる便の新設、接続の改善を行いました。 

・和野・中畑線の一部の系統について、平和堂を経由するようルート変更し、利便性を向 

上させました。 

・甲賀駅-甲賀病院直行便について、新たに４か所の停留所を通るようルートを変更し、

復路便についても午前の診療を終えた方が利用しやすいように時刻を変更しました。 

〇コミュニティタクシーの予約方法の改正 

・予約の締切時刻を「乗車時刻の１時間前まで」に改め、利用しやすい方法へ変更しまし 

た。 

・神山江田コミタクの運行を以前の定時定路線方式から自由な時間で移動できるよう他 

の市内運用に統一しました。 

 

２．甲賀市公共交通連携時刻表の作成 

 ２度のコミュニティバス・コミタクの路線改定（令和元年１０月１日、令和２年４月１

日改定）を実施したことから、下記の通りそれぞれの改定に対応した時刻表を作成しまし

た。 

【令和元年１０月１日改定分】 

（1）内  容 令和元年10月1日改定のコミュニティバスを中心に市内公共交通の 

         時刻表（接続時刻）を掲載（改定があった箇所のみ作成） 

（2）発行部数 土山地域エリア版 2,500部（Ｂ3判 カラー 8ページ） 

         全 域 版 10,000部（ポケット版 カラー 12ページ） 

（3）配 布 先 エリア版 土山地域へ全戸配布 

         全 域 版 各駅・市役所・公共施設に配布 
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【令和２年４月１日改定分】 

（1）内  容 令和2年4月1日改定のコミュニティバスを中心に市内公共交通の 

         時刻表（接続時刻）を掲載 

（2）発行部数 エリア版 28,400部（Ｂ3判 カラー 4～8ページ） 

         全 域 版  15,000部（ポケット版 カラー 60ページ） 

（3）配 布 先 エリア版 市内全戸配布 

         全 域 版 各駅・市役所・公共施設に配布 

 

３．観光と連携した利用促進 

信楽地域への観光アクセスを充実させることにより、来訪者の増加と公共交通の利用促 

進を図るため、連続テレビ小説「スカーレット」の放映に合わせて、令和元年１０月１日よ

り大津市大石小学校行きの土日祝日便を２往復増便しました。 

 

４．モビリティ・マネジメントの推進 

 ・市職員に対して公共交通を利用した通勤の推奨を行いました。 

・市ホームページ・広報誌を通じての利用促進啓発や小学生を対象とした公共交通につい 

ての交通環境学習を実施しました。 

 

５．会議関係 

 令和元年度の協議会開催実績は下記のとおりです。 

開催日 事 項 内 容 

 

令和元年5月29日 

第 1 回甲賀市地域公共交通活性化協議

会 

平成30年度事業報告及び決算について 
令和元年度事業計画及び予算（案）について 

 

令和元年8月9日 

第 1 回甲賀市地域公共交通活性化協議

会 自動車部会 
甲賀市コミュニティバス・タクシー路線につい

て（令和元年10月1日改定） 

 

令和2年2月14日 

第 2 回甲賀市地域公共交通活性化協議

会 自動車部会 
甲賀市コミュニティバス・タクシー路線につい

て（令和2年4月1日改定） 

６．新型コロナウイルス感染症対策について 

 乗務員、社員並びにお客様の感染拡大対策を施すと同時に、市民の移動手段の確保、維持

いたしました。 

・感染拡大の防止対策として、乗務員のマスク着用と消毒、車内等の消毒、換気を行うと

ともに、お客様に対しても感染防止マナーの遵守を掲示物により啓発を行いました。 

・定期券払い戻しについて、保護者の負担軽減のため特例措置を実施しました。 

・甲賀保健所の指導をいただき、感染者が発生した場合など非常時の対策についての情報 

共有を市と事業者で行いました。 

 

７．令和元年度甲賀市コミュニティバス・コミタクの利用実績について 

 ７ページに「令和元年度甲賀市コミュニティバス路線別利用実績」として、各地区の路線

別利用者数を掲載しております。 

市内全体の利用者数は昨年度と比べて約 19,963 人増加（前年比１０４％）しております

が、３月については、新型コロナウイルス感染症の影響による学校休校等のため、利用者が

大幅に減少しております。 
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《　第２号議案　》令和元年度収支決算報告について

収入の部 （単位：円）

負担金 3,273,000 3,237,435 △ 35,565
甲賀市負担金

繰越金 593 593 0 繰越金

諸収入 200,407 11 △ 200,396 預金利息　11円

合　計 3,474,000 3,238,039 △ 235,961

支出の部 （単位：円）

会議費 130,000 76,660 △ 53,340 委員謝礼、会議茶代

事務費 20,000 5,710 △ 14,290 振込手数料

事業費 3,323,000 3,155,065 △ 167,935

Ｒ1.10.1改定甲賀市公共交通連携時刻表作成(改定のあった地区
分のみ作成)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　380,700円
　
Ｒ2.4.1改定甲賀市公共交通連携時刻表作成　   2,545,125円

その他、コミバスフリー乗車券作成、貴生川駅バス案内看板改修
費用等

予備費 1,000 0 △ 1,000

合　計 3,474,000 3,237,435 △ 236,565

収 入 合
計

3,238,039    円

支 出 合
計

3,237,435    円

差 引 残
高

604            円

収 入 合 計

支 出 合 計

翌 年 度 繰 越 額

令和元年度収支決算報告

増減 備　　考
本年度
予算額

本年度
予算額

増減 備　　考科目

科目

収入済額

支出済額
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令和元年度収支決算報告説明資料 

【収入の部】 

 負担金については、3,237,435円であり、本年度予算額より▲35,565円となりました。

繰越金については、昨年度からの繰越金額593円を収入しました。 

 諸収入については、令和元年度の預金利息合計の11円を収入しました。コミュニティ 

バス時刻表への広告掲載を希望される事業者がなかったため、本年度予算額より 

▲200,396円となりました。 

以上により、収入の部合計については、3,238,039円となり、本年度予算額より 

▲235,961円となりました。 

 

 

【支出の部】 

会議費については、76,660円であり、委員謝礼、会議茶代の支出が予算見込み時より

も少額の支出となったことから、本年度予算額より▲53,340円となりました。 

 事務費については、5,710 円であり、振込等にかかる金額が予算見込み時よりも少額

となったことから、本年度予算額より▲14,290円となりました。 

 事業費については、3,155,065 円であり、備考欄に記載のある時刻表の作成等に支出

を行いました。 

 予備費については、支出なしとなりました。 

 以上により、支出の部合計については、3,237,435円となり、本年度予算額より 

▲236,565円となりました。 

 

 

・収入合計3,238,039円 

・支出合計3,237,435円 

・翌年度繰越額604円（収入の部：昨年からの繰越金593円＋元年度諸収入（利息）11

円） 

 

 

以上により、翌年度へ604円繰越します。 
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《第３号議案》令和２年度事業計画（案）について 

 

令和２年度事業計画（案） 

 〇基本方針 

  「甲賀市地域公共交通網形成計画」に基づき、住民の身近な交通として地域公共交 

通を将来にわたって「住みよさと活力を支え、使いやすい地域公共交通」を維持・ 

確保してまいります。 

（１）分かりやすく使いやすい運行体系への再編 

バス路線網の再編の実施および交通結節点における地域公共交通相互の良好 

な乗り継ぎ環境を形成し、あわせて適切な情報提供を継続的に実施することで、 

分かりやすく使いやすい運行体系を構築していきます。 

（２）みんなの移動を支え、環境にもやさしい地域公共交通の確保・維持 

地域特性や利用特性、需要等を見極めつつ、継続的に運行の効率的、効果的な 

改善を図ります。また、観光部局とも連携し、情報の提供も積極的に実施するこ 

とで利用促進を図ります。さらに、バリアフリーの推進により、人と環境にやさ 

しくみんなの移動を支える地域公共交通を目指します。 

 

 〇事業計画 

基本方針の実現に向けて、以下の事業を推進するとともに、新型コロナウイルス感

染症対策を施しながら、市民生活の確保、維持を図っていきます。 

（１） 「甲賀市地域公共交通網形成計画」の進捗管理 

・計画の評価と市民意識調査の実施（策定後４年が経過したため） 

・近江鉄道沿線地域公共交通再生協議会の進捗報告 

（２） 分かりやすく使いやすい地域公共交通網への再編 

    ・利用状況に応じたダイヤ調整や効率的な路線再編の検討 

    ・観光と連携した路線の導入検討 

（３） 乗り継ぎ利便性の向上 

    ・ICT担当部局と連携したサービスの導入検討 

    ・主要停留所や老朽化した停留所の乗り継ぎ環境の改善 

（４） わかりやすい情報提供と認知度向上による利用促進 

    ・わかりやすい時刻表の作成、多様な媒体によるわかりやすい情報提供 

    ・イベントの場を活用した地域公共交通の周知 

（５） 人と環境にやさしい地域公共交通づくり 

・モビリティ・マネジメントの推進 

・バリアフリーや環境対応車両への更新 

（６） 新型コロナウイルス感染症対策の実施 

・感染拡大の防止対策の継続実施と状況に応じた新たな対策の実施 

・お客様への感染防止マナーの遵守啓発 
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≪　第４号議案　≫

収入の部 （単位：円）

負担金 3,273,000 3,273,000 0 甲賀市負担金

繰越金 593 604 11 繰越金

諸収入 200,407 200,396 △ 11
預金利息　　　　　　　　 396円
時刻表への広告掲載料
  50,000円×4社＝ 200,000円

合　計 3,474,000 3,474,000 0

支出の部 （単位：円）

会議費 130,000 130,000 0 委員謝礼、会議茶代

事務費 20,000 20,000 0 振込手数料

事業費 3,323,000 3,323,000 0
時刻表（エリア版）作成   　 　　700,000円
時刻表（全域版）作成　　　　 1,600,000円
時刻表改訂版　作成　等　　 1,023,000円

予備費 1,000 1,000 0

合　計 3,474,000 3,474,000 0

収 入 合
計支 出 合
計差 引 残
高

令和２年度収支予算（案）

0円

3,474,000円
3,474,000円

前年度
予算額

増減 備　　考
本年度
予算額

前年度
予算額

本年度
予算額

増減 備　　考科目

科目
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令和２年度収支予算（案）説明資料 

【収入の部】 

 負担金は、甲賀市からの負担金により、昨年度と同額である3,273,000円を見込んで 

おります。 

 繰越金は、令和元年度からの繰越金604円を令和２年度の収入として計上しておりま 

す。 

 諸収入は、預金利息の 396 円に加え、時刻表への広告掲載料として、200,000 円を見

込んでおります。 

 以上により、合計3,474,000円を令和２年度の収入として計上します。 

 

【支出の部】 

会議費は、委員謝礼、会議茶代等であり、昨年と同額の支出を見込んでおります。 

 事務費は、振込手数料等であり、昨年と同額の支出を見込んでおります。 

 事業費は、時刻表の作成にかかる費用が多くの支出割合となることが想定され、市内

各家庭へ配布予定のエリア版時刻表の作成にかかる金額の700,000 円、市内各公共施設

へ配置予定のポケット版時刻表の作成にかかる金額の1,600,000 円を支出金額として見

込みます。また、年度途中に時刻表の改定がある際の時刻表作成費用、利用促進のため

のコミュニティバス１日フリー乗車券作成にかかる費用として1,023,000 円を計上して

おります。これらの合計金額3,323,000円を事業費支出金額として計上しております。 

 予備費については、昨年と同額の1,000円を見込んでおります。 

 以上により、合計金額3,474,000円を令和２年度の支出として計上します。 
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